













　Isostasy is a key concept to explain topographic height differences at Earth’s surface 
with gravitational equilibrium between Earth’s crust and mantle. A new interactive 
web application named “Isostasy_Globe” is developed and released, that visualizes both 
topographic/bathymetric world maps and crustal thickness on the virtual Earth model. 
Learners can obtain height/depth and crustal thickness data at a specific point on the 
globe. Some pedagogic idea for better understanding of a concept of Isostasy using the 
web-application are shown in this paper.
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するために、イギリスのプラット（J. H. Pratt, 1809-1871）やエアリー（G. B. Airy, 1801-
1892）は、地下に分布する物質の密度やその深さなどに原因を求め、こうした地形と地球


































では、科学と人間生活（ 2 ）、物理基礎（ 2 ）、物理（ 4 ）、化学基礎（ 2 ）、化学（ 4 ）、
生物基礎（ 2 ）、生物（ 4 ）、地学基礎（ 2 ）、地学（ 4 ）、理科課題研究（ 1 ）、の科目が
設置され（括弧内は標準単位数）、“「科学と人間生活」を含む 2 科目又は基礎を付した科

























が公開している陸域および海域全域の地形データETOPO 1 を利用した（Amante and 
Eakins, 2009）。ETOPO 1 は、グリッドデータとして提供されており、そのメッシュサイ
ズは緯度経度で 1 分≒1.8kmの解像度である。また、地殻の厚さデータには、CRUST1.0


















































る。 2 地点における標高と地殻の厚さをそれぞれ、h1, h2, T1, T2とする（Fig. 5 ）。




　　  （ 1 ）　　
つまり、













Fig. 7  ETOPO 1 およびCRUST1.0データの散布図（360°×180°グリッド）
　学習者にFig. 7 のグラフを配布し、4.1で調べた地域がこのグラフ上でどこにプロット
されているかを書き込ませる。この時、地学基礎の教科書には必ず記載のある高度分布（ハ
イプソメトリック曲線）と比較をするとよい（Fig. 2 ; Fig. 8 ）。
Fig. 8  標高と水深のハイプソメトリック曲線（NOAA Hypsographic curve of Earth's Surface from 

































心とした地域に分布する水没した大陸地殻の断片である（Mortimer et al., 2017））。総面
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